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はじめに

Sur la situation actuel1e de l'enseignement 
de la philosophie au J apon 

par A. Kassai 

昨秋，文部省の在外研究員として2ヶ月間ヨーロッパに出張し，フラン人オランタ二ルー

マニアの各国を盤訪して専攻する部洋近世哲学史の研究と資料収集に従事することができた。

フランスでは，パ1)大学第監のP.メナ-}v教綬と， リヨン大学からソルボンヌに移ったば

かりのローテYス・レヴぜス教授，ポワチエ大学の1. ドント教授と会えたf也国

出ibliothequeNationale)での手議類の研究に所期以上め成果があった。

オランダで、はアムステルダム市立大学とライデン大学の附機関警鐘でスピノザ及びデカルト

の書簡手格についての講査と資料の収集がで、きた龍，デカルト，スピノザの!日誌などを各地に

ることか、で、~

)v…マニアでは18知のアカデミー会災c.グリアン教授に会え，滞在や毎日お宅で懇談で券
た他，ブカレスト大学の稼学史学部の三人のスタップとも会うことができた。

フランスでお会いできた方々のうち，メナール先生には，既に，札織に米られた際お悶にかかっ

ていて，その日本びいきのご様子は知うていたが，パ1)火学第四の髄…の人気教授でもあり，

かつ，新学識をひかえて極度にご多忙だったにもかかわらず大変親切にさをけ苓れていただき感

謝の也はなかった。冨立思議委銭への紹介状もうも主主に書いていただいた。

フランスにおけるへーゲル研究の第一人者である1. ドント5たにも，ノ{1) とレストラ

ンに招いていただいた上，ポワチニえのお宅でも接待をうけ，ポワチょに大めへーゲル・マルクス

資料研究センター(氏は前詩長である)の調査の襟も案内役会引きうけていただき，さらに，

氏の率でポワチエ市内外め名所の案内までしてもらった。侍でも，氏の所を訪ねた最初の日

人だとのことで、夫人ともども大変歓待して下谷った。フランスでは後にも書くようにへーゲル

の研究が大変流行していたが，氏を通ヒて見たフランスのへーゲル研究の水準は正後に云って

それほど高いものとは感じられなかった。何よりも， ドイツ語圏の研究会ルカーチ，ブロッホ

などを除いてあまり利用しておらず，ブランクフルト学派にも全く注意合払わないなど，わが
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届で、め常識から見て大変意外な点も多しマルクス主義への頴心とやや短絡させすぎる傾向も

惑とた。ウランスのへーゲル制J究は主としてイポリットのそれから出発していて， ドント氏も

その高弟の一人だが，ちょうど，前;世紀にカント研究が始められた懇の状況とよく似ており，

米だ本格的な研究は緒についたばかりのようだった。所蔵の資料についても，その研究や翻訳

作業の精力的な割りには不充分なものだったように思う。誌の話の中で、感じられるや聞の現状

への鋭い関心も印象的なものだった。

ルーマニアではブカレスト大学の，前記の三三人の，世代を然にする教授たちとの懇談を通じ

て，揺れうごく東欧の心に触れえたように思う。主として枢軸秘に立ち，一時はドイツ家の占

もあって， ドイツ語の使用を強髄された，第二次大戦前から戦中にかけての世代におる

はグリアン氏の親友ということだったが，ブッセルの研究から出発して，今も，

マルクス主義の立場から現象学派の研究を行っていた。戦後問もなくの世代にあたるアンドレ

アソゾ守フ教設;はまふ， ソ

された構想のもとてでφのインド哲学の研究にf従芯募慕等し，今それを中閣の思想史に艇長して

ゅうとしていた。住金独立路線の確立した時期に研究会はじめた若いカザン教授は，ブラン

スにミ三年慨学した後に，ソウ、イエト流でない現代マルクス主義の研究をおこなっτいるとのこ

とだったむこの世代ごとのきわ立った相にもかかわらず，…察してマルクス主義の立場を

しようとし汁努力，また，哲学史学部の最終学年には主としてルーマニアの皆学史を学習

させるという話，ツランス文化に関心が集中しているらしいラテン系の揺としての/レ…マニア

首都のきさるところで惑ととられた中国の大きな威信，などは緩めて興味深いもの

だったパ誌上については，本学評議会に捻出することを義務づけられている海外出張の報告に

も書き，その報告書事も近く印綿配布されるとのことなので1 ここではできるだけ議複を避ける

}とにしたい。)

今居の海外出張に当っ も当初から重点を讃いていたデカルト研究の議査のた

めお会いしたローディス・レヴイス教援との出会いと，その場所となったパリ北郊シャンティ

での学会の模様を中心に記して，自張のご報告に代える次第である。

ブランスにおけるデカルト研究は，古くは 20年代からのE.ジルゾンの醐期的な研究にはじ

まり， J.ラボルト，および，日.グイニ入院.ゲルーらを経て， F.アルキニこと，能期のG.

¥:1ーディス・レヴィス女史を中心に発畏して来た。友人で，日本におけるデカルト研究のリー

ダーといえる所雄憲容の勧めも三うって， i皮が代本もの"と推賞する¥:1…ディス・レヴイス女史に

1) :3ンでお会いすることを今窪め出張の主たる呂標の…っと考え，できれば，ソル;示、ンヌにい

るアルキエ氏とも会談したいと患っていた。ジルソンはアカデミー・フラン々ーズに，グイょに，
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ゲルーもアカデミー・デ・シアンス・ポリティク・こに・モラール入りをしていて引退してお

り，ラポjレトは早くに死んでいるので，このi河者がいわば第一線の現役である。この両者に

えれば、フランスにおiするデカjレト研究め現状やその特徴的な点などもよく分るだろうと患った

からである。しかし，予期していたのより一、二年殺平日に海外出擦の!帳番が廻って来たせい

もあって，出張手続を文部省に対して慌しくとっている閲には，待ちのぞんでいる女史からの

届かなかった。いよいよ出発め獲誌になって，やっと返事も届き，事'11警も判明した。

アノレキエ教授は定年をひかえて，アカデミー入りが決まり，う〆ルーは死去し，マダ、ム・ローディ

スはアルキエ誌の後任として，簸守した人事の米に， リヨン大学からソルボンヌヘ転告するこ

とになったとのことであった。そのため，女史は，五月末の新しい紛争で遅れた期末試験を片

づけるかたわら， 10 13からのソルボンヌへの転出に伴う務雑事も片づけねばならず，パリーリ

ヨン潤を住援しながら極めて多仕な日々をiあされていた告だった。この遂事の中にはまた， リ

ヨン市の生時は当分引き払わないが， (今年亡くなられた夫君はリヨン市に職を持つ技術者だ、っ

た入パ1)市内にもアパルトマンを持ち，かつ， 9月中には数屈にわたりパリにやって来ており，

とくに， 10月11羽から 13日にかけてパリ郊外のシャンティでの学界に出滞する予定でいる，

従って，あなたが望むならば，先づパ1)で最初に会うことにしてはどうかと警かれてあり，ノト

生が滞在を予定している 9月伶頃から 10月一林にかけての女史の日義も詳細に示されていた。

待ち望んでいた返事を手にして，直ちに， 9 J守中にも， ご都合の良い日時にパ1)で先づお会

いしたい，また，シャンティの学会でのご講演をも拝聴できれぽ幸いである旨を書き送ったと

w ヲ 小生が，パ1)の揺である京大学部のも国際豊富。に落着いて数日活L::，次のよう

りが早くも騒いた。

手紙は，ノ'"1)大学第四の教授で¥"LesEtudes Phi1osophiques"誌の編集主幹でもみる P.オー

ンク氏からの 91319日前のもので，このたびマダム・ローデ、イス・レヴイスからの便り

で，あなたがノ'"1)に滞在中であることを知り，シャンディにおいて 10月11日から開かれる

会に同学会の幹事設としての資格でご参加をお署員いする次第であり，開封め学会の趣旨， 日

も読まれ，ご都合を秘警のデナミ嬢までご選挙鶏わりたいと識かれてあった。題封の学会の開

Eぎを読むと，ケルンにあるティッセン黙間資金の援践により"今日における哲学の役割と

というテー?のもとに，各隠のさまざまな忠、織を我表する哲学者たちの国際的

日程でシャンティで催すことになった旨が記されてあり，報告と討論の持ち方，

の名龍とテーマ，さらに揺待衰の名簿がi湾封してあった。報告者は4名で 11日夕， 12日

午後， 13日午前に各l名の強めてゆっくりとした日程になっておれ参会者は党分な懇談と

見交換の機会が持てるようになっていた。

C.ブリュエール氏がへ…ゲルについて F.ジャッタ設とH. レヴィナス氏が

ついて， M.アンリ氏がヘーゲルとマルクスについてそれぞれ発表することになって
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いた。ローディス・レヴ、イス女史の発表がないのは大変意外だったが，発表者はジャック氏を

除いてはいずれもよく名前を知っており，著書にも目を通したことのある日本でも著名の学者

たちで，かつ，テーマも大変興味深しまた，へーゲルに関するものが多いことなどは，すぐ

後で訪ねる予定のドント氏との会談に予備知識を得るという点でも大変好都合で、あると思われ

たので，すぐ参会を申し出ることにし，ついでに招待されている参会者のリストに目を通すと，

上記の発表者の他に，ノfリ大学のY.ベラヴアル氏，ナンテール分校のJ. ドロム女史，ニー

ス大学のE.ヴ、ェーユ氏らの名前がアルファベット順に 20数名並んでいる中に， A. KASSAI 

(Japon)とあったのには肝をつぶした。

小生よりも一寸早く 2年聞の留学を予定してパリに来られていた，一橋大学の福居純さん

にもご相談した。招待を受ける以上は，単に報告を拝聴するのみでは済まないだろう，恐らく

テーマである代今日における哲学の役割と機能"の日本における状況もかなり懇談の中で尋ね

られることになるだろうから，フランスの学者の平均的な日本思想史についての知識を予想し

ながら，それに答えられるように予めざっとしたリポートを作って参会者に配布しておいても

らった方が，小生の貧弱なフランス語の力から見ても安全で、あろうと考えた。そこで， Biblio-

th邑queNationaleに隔日くらいに通うかたわら，大急ぎで，日本の思想、史の要約，とくに，仏教

や儒教との関係，また，明治以後の西欧思想、の受け容れ方の主たる特徴と戦後の動向，その中

での哲学教育のあり方などを，かいつまんで記した，大判便筆30ページ程の仏文の報告を一週

間ほどの聞に書き上げ，要旨を附して，参会者への配付を頼むことにした。

これに対して，間もなく，詳しい日程などの連絡事項と，各報告者の報告の全文又はレジュ

メを同封した返事が届き，小生の報告書を学会の際に発表してはというお勧めと，報告書かレ

ジュメのいずれかを "LesEtudes Philosophiques"誌に利用させてもらいたいという依頼を書

いて来たが，後者の方は喜んで承諾し，前者の方は拝辞させてもらうことにした。学会での報

告の詳細は，幹事役のオーウ、、アンク氏が上記の雑誌に戴せることになっているので省略するが，

フランスにおける最近のへーゲル哲学研究の流行の状況とその理由について，参会者中のへー

ゲル哲学の専門家ブリュエール，アンリ，ジャニコー氏らと懇談ができたこと，現象学派のフ

ランスにおける動向の特徴についてティリエット，レヴィナス氏らに聴くことができたこと，

ブラシクフルト学派の最近の状況と西ドイツの思想、界の様子についてフランクフルト大学から

来ていた若いリュプナ一氏に尋ねることができたことなどは望外の収獲であった。

もとより，当初の目的だったローディス・レヴ、イス女史とは，割当てられた宿の部屋も隣り

合せで，暇を見てはお邪魔してデカルト研究についてご教示をいただくことができ，その後，

ソルボンヌの一角のサン・ジャック街の小さなアバルトマンでの心あたたまる会談や，ソルボ

ンヌの女史の研究室や，附属の図書館で、の諸種の調査についての行き届いたご指示などへのよ

いきっかけが得られた。へーゲル研究についての前記のような評価に比べ，デカルト研究の水
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予悲以上に高し日本を含む世界各国めデカルト研究め状況も充分につかんだ上で，それ

ら会体を指導しようという使命観すらうかがわれた。出発直前に，前記の所君と相談し，鐙い

滞雀の関に恐らく解答がえられ， 日本め研究者たちも知りたがっている，テ、カルト研究上の問

題点として，テ、、カJvトが1:.蔚使用していた聖書の版についての質問も携えて行ったが，これに

ついては，すぐに，パ1)大学大学院 (Pratiquedes Hautes Etudes)のコスタベル教授を専門家

として紹介して下さ勺た。滞在中には，この続開への結着はつけられなかったが， コスタベル

神父の送ってこられた該博な知識とゆるがせにしない調査に裏づ、けられたご返事には深い感銘

をうけた。コルベール衡に氏を訪ねて，手渡した小生の紫問に対して，コスタベル神父は，デ

カルトの全集のさ句該するであろう全笛所を短待gの聞に輪選まして，暫定的な解答を寄せてこら

才ti:こ。

シャンティの学界の緊には，有名なシャンディのシャトーを利用して作られたホテルと，ジェ

ジュイット教慢の研究地設からなる LesFontainesと名づけられた建物と，ぞれを取り巻く

広々とした森の中で， ときには小径を辿りながら， ときには，サロンでコーヒーをすすりなが

ら，フランスの1-t表的な智学者たらの舟人かとかわすことのできた会話は索室長な想い出となっ

ている。お会いできたすべての人々とくに毅身なお世話をいただいた，メナール先生， 0ーディ

ス・レヴィス女史， ドント氏には心から感謝している。

ここに附識として印制に附していただくことにしたのは，上記のシャンティの学界の擦に

され，相応の反響のあった小生め報告の要旨である。編集委員の本国さん，田中さ

んのご好意には感謝の他はない。

L'ensei祭nementet l'etude de la philosophie， au sens occidental du terme. a pris naissance 

il y a une centaine d'annees， a l'epoque de I万rede Meiji生 soitauωmmencement de la 

modernisation du Japon. 

A cette epoque， le penseur occidental le plus familier役aitJean-Jacques Rousseau et le 

Contrat Social fi祭uraitparmi les ouvages les pl綿花pandusau Japon. Cependant，∞ des 
disciples du traducteur de Roussau au Japon， Kδtoku， ayant役econdamn邑きmortきlafin de 

l'ere de Meiii， l'influence de Rousseau alla decroissant po泣きtrefinalement stoppee net une 

trentaine d'annees plus tard.(l) 

A I'influence de Rousseau succeda bientδt celle de l'utilitarisme anglais. 

Cependant， il y a 1， 400 ans， la pensee traditionnelle japonaise etait caracterisee par deux 

内。
0
0
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traits fondamentaux l'absence de sens eschatologique et le culte 伽 toutesles choses 

natu玲Jles(en目。rtequ'il y aurait eu huit miJlions de dieux). Puis， deux siさclesplus tard， le 

boudhisme fit son apparition au Japon. De pur qu'il孜副:au depart， le boudhisme fut bientδt 

"japonise"， cette iaponisation consistant dans la confusion du boudhisme avec l'animisme 

ci-dessus decrit et nomme "Shin-tδ"ou "Shin-dδ"(la voie des diεux). L'effet principal qui en 

resulta fut la perte du nihilisme qui avait ete essentiellement au centre du boudhisme indien. 

Vers le douzieme siecle， cette reforme du boudhisme etait accomplie. On avait invente le 

zer吋Joudhismepour la classe sociale superieure， la secte de nichiren-shu pour la classe 

moyenne des samourais et la secte de jddo俗的合 etjddocshinshu pour la classe infεrieure dont 

la plupart役aitpaysans. Cette tradition de pensee essentiellerτlent japonaise a conserve 

toute son efficacite jusqu'a nos jours et les croyants de Shinran repr邑sententpres de la moitie 

des boudhistes japonais(2). La quete d'un nouveau dieu n'est donc pas neces悶ired'autant 

que lorsque quelqu'un meurt加 Japon，。ぉditqu'il est "devenu un boudha" : la mort n'est pas 

une fin， m 設is un devenir， une genese. Meme 喜剖l'he叩ur閃eactu服i股el治le，lor路sq引u'o叩ndit un汀mれ1ar於必t討治iおsa部1れ1passe 

m汲忍必itなred由a叩n郎sson r拐Yη泌1泌&役ti吟erqu'i泣1est un dieu C哩"kamiト一S路amη1a

aめyar従1託tencore son ef在fiにcacitedans la pensee iaponaise qui est vis秘 parla， 

Dapuis que le gouvernement， il ya environ quatreべringtans，きぬrede Meiji， a choisi la 

voie du militarisme prussien， la philosophie a revetu une autre signification. Tout le nou-

veau r色gimes'est en effet construit en suivant l'exemple de celui de l'Empire prussien et le 

さmede l'吾ducationnationale， qu'il s'姥issedu primaire ou du secondaire，imitait int恐怖

gralement celui de I'Allemagne. Le cursus de l'ecole primaire durait， a l'origine， quatre ans， 

puis passa a six annees; celui du secondaire durait cinq ans le superieur tr司oisans， enfin 

l'Universite trois ans egalement(3J. L'enseignement de l'吾thique("Sh乱shin")etait inch.l dans 

les cours primaires et secondaires， mais son contenu etait seulement celui de la philosophie de 

Confucius un peu d吾form恥 Environ5 a 10% des enfants accedaient au secondaire. Qua 

バ
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]usqu'a il y a une trentaine d'annees， le contenu de l'enseignement philosophique a邑te

egalement tres limite : les professseurs n'邑tudiaientque l'id邑alismeallemand qui etait la 

philosophie officielle. La philosophie etait donc consideree comme une discipline r邑serveea 

l'邑lite. En outre， les termes techniques propres a la philosophie allemande etaient eux-

memes tres difficiles et tres differents de ceux de la vie quotidienne. En les traduisant， les 

professeurs de cette epoque s' efforcerent de les rendre par des termes plus familiers jusque la 

des livres classiques orientaux， surtout de ceux du boudhisme， lesquels n'etaient aucunement 

familiers au peuple japonais. Le neo-kantisme et l'historisme etaient邑glementetudies et 

leurs textes activement traduits. Ainsi Rickert， Windelband， Max Weber etaient-ils tres 

diffuses a cette epoque. Pourtant， c'etait la la philosophie des professeurs et non celle du 

peuple japonais qui avait sa philosophie pratique pour sa vie. 

Depuis la fin de la Seconde Guerre Mondiale， l' enseignement de la philosophie occidentale 

se pratique des le secondaire et la "philosophie nationale" n'est plus l'id邑alisme，mais le 

pragmatisme. A I'Universit邑， tous les etudiants peuvent suivre， a titre facultatif， un 

enseignement de philosophie pendant deux ans. De fait， tres nombreux sont les邑tudiants

qui choisissent d'etudier laphilosophie occidentale. 

La philosophie constitue une pr邑occupationfondamentale non seulement pour les 

etudiants， mais aussi pour le citoyen de quelque couche sociale qu'il soit issu. R邑cemment，

un garcon d'hdtel a Sapporo， la femme d'un chirurgien et un vieil homme de mon voisinnage 

sont successivement venus me trouver pour me poser leurs questions sur le livre qu'ils etaient 

respectivement en train de lire soit， pour le garcon d'hdtel， Sartre， pour la femme du 

chirurgien un ouvrage de Kierkegaard et pour le vieil homme un passage du Phedon! 

De nos jorus， l'enseignement de la philosophie semble egalement elargir sa sph邑red'in-

fluence presque 90% des eleves accedent au cours secondaire et 50 a 55% de la meme 

generation accedent au cours sup邑rieur，apprenant ainsi la philosophie. Compte tenu de 

cette nouvelle situation， de cette "popularisation" de la philosophie， sa fonction ne peut que 

changer et peut-etre son rδle deviendra-t-il de plus en plus important. Cela traduirait， certes， 

le progres de la phi 
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"Sur la situation actuelle de l'enseignement d邑滋 philosophieau ]apoぉ" i可西

(Rapport a l' occasion de COLLOQUE DE CHANTILL Y， 11-12 -13 Octobre， 1976 : sur "Rδle 

et fonction de la philosophie auiourd'hui" 

(1)Sむulela litt岳raturefr鉛己主総合 aconserve son influ在住ceet， de nos jours encore， les rom鉛 ciersfavoris au 

Japon器ontStendhal， BaJzac， Maupassant， Rog巴rMartin du Gard， Sartre， C呂musetc… 

(2) Shinran est le nom du fondateur お泌総ct告 jodo-shinぬな

(3) Prξsqu記tousles enfants de six ans巴ntrm合ntd剖 sle primaire. I1 rピyavait plus aucun anaIphabete加

Japon. Tous les manuels scol註ir告setaient officiels守

(4) Les Univ邑rsit吾sont ete邑tabliespar le gouvernement主l'吾poquede l'ere d♀ Meiji. Au debut，誌がm

母xistait que d母ux: J'une a Tokio， l'autr号主 Kioto，puis， leur nombre passa a sept. 

(5) Leur nombr母oscillant民主将 1，500et 6，000， soit 0，25 a 1% d'une m患m告訴口邑rationdont la moiti吾choisis-

saient d記事後udesde droit ou d'ec∞omie. 
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